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全員（欠席０）で、家康公を学びました！ 



    

 

 

 

 

◆夏休み：８月２日「着衣泳」について ＊希望者（特に希望の確認は行いません。） 
                                

当日の日程 （プール開放・最終日） 

 10：0０～10：2０ 図工室にて 着衣泳に関する DVD 視聴 

         休憩・着替え 

 １０：35～１１：3０ プールにて実技（◆観るだけでも OK ◆低学年は低学年プールで実施 

                □悪天候等で中止の場合は、配信メールにて連絡します。 

■問い合わせ等ありましたら、教頭までご連絡ください。 

 
〈当日の持ち物〉 
◆水泳帽    ◆ゴーグル    ◆水着 
◆長袖上着（水着を着た上に長袖上着と長ズボンを履きます） 
◆きれいに洗った靴。（履いてくる靴以外に用意） 

＊ウレタン入りが浮きやすい。 
◆ペットボトル（２，０L（蓋付き）を１本。＊名前を書いておく 

「保護者の皆様へ」（ご案内とお願い）            ～水難学会指導員より～ 

 

◆毎年、水の事故のニュースを耳にします。水の事故の約８割は魚釣り、水遊び中などに服を

着た状態で事故に遭うそうです。現在でも「着衣状態では泳ぎづらく体が沈む」という認識が

一般的です。しかし、水の事故を検証していくと、「着衣状態で無理に泳ごうとする」事例が多

いことが分かりました。衣服に含まれる空気には浮力と保温効果があり、特に最近の靴は強い

浮力をもつものが多く、体が浮きやすくなるようです。 

 

〈講習内容〉「ういてまて講習（浮いて救助を待つ技術）」 

① 着衣状態で水の感覚になれる。 

② ペットボトル等を使った浮き具で背浮きができる。 

③ チェーンオブサバイバル（溺水の救助の連鎖）の重要性を理解する。 

 

◆コロナ対策のため、R,１（水泳指導中止）R,2（健康診断が延期されたため、授業の回数半減）と

いう状況の中、その練習不足の影響を受けた４５６年生は、本来身に付ける泳力にも課題があ

る状況です。「中学校での水泳学習」に抵抗をもつことのない状態までなんとかしたい、また、

自身の命を守れる状態にしたいと強く思います。上記の活動とともに３４５６年生は、来週１８

日（火）１９日（水）の部活動の時間を使って、補習を行います。ご理解・ご協力願います。 

◆夏休みのプール開放についても、参加のお声掛けよろしくお願いいたします。 

 
保護者の皆様へ 

◆保護者会にて、「写真の掲示と注文のお知らせ」を

行いました。図工室の設置したため、気付かれなかっ

たという方がみえると聞きました。「写真」のお渡し

が遅くなるかも知れませんが、注文は継続しますの

で、ご連絡ください。 

＊現在は、ランチルームに掲示しております。 


